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竹富島方言のいくつかの表現の使い分け
―指小辞・あなた・誰・どこ・ことがある・せずに―
ウエイン・ローレンス
１．はじめに
　言語習得の過程において、単語の意味を獲得する際に、他形の使用範囲との関係が関わっ
てくる場合がある。宮古島西原方言の類義語の研究を集めた名嘉真（2000）はあるが、総
じて琉球諸方言の類意表現の研究は未開発の研究分野であると思われる。
　本稿は竹富島方言の類義形態の対を六つ取り上げ、その使い分けの基準を解明しようと
するものである。『竹富方言辞典』（前新 2011、以下では略して『辞典』と称す）を参考に
するが､１  本稿の語例・文例と知見の多くはインフォーマントを務めて下さった1934年生
まれの話者、崎山三郎氏から得られたものである。用例をなるべく多く掲げることにより
実証性を高めようと努めたが、これを踏まえて今後のさらなる研究によりさらに確固たる
理解が得られることを望むものである。
２．指小辞　-ã と -naa
　竹富島方言には、生産的に使われる指小辞に -ã と -naa という二つの接尾辞がある（ロー
レンス 2013：10-11）。両者とも「小さい・可愛い」という意味を付加する働きをもつ指小
辞であるが、接尾する単語の音節構造により使い分けられる。本節ではこの二つの接尾辞
の使い分けを紹介するが、その前に -ã の具現形を説明しておく。
　-ã は直前の母音と（1）のように融合するのが通常の現れ方である。
⑴　-i+ã → -ẽẽ：pini「髭」 pinẽẽ「ちょび髭」 hikubi「帯」 hikubẽẽ「ひも帯」
　　-u+ã → -õõ：həbu「蛇」 həbõõ「蛇の形の玩具」 nuũtu「おでき」 nuũtõõ「小さいおでき」
　　-ə+ã → -ãã：ikə「烏賊」 ikãã「小さい烏賊」 gatturjə「鴨」 gatturjãã「可愛い鴨」
しかし、mucjãã 〜 mucjẽẽ「小さい餅」のように、muci+ã の母音融合によってできる
mucjẽẽ のほかに、融合しないmucjãã もある。後者は母音融合の替わりに、語幹末の i が
半母音化して、ã がその分だけ代償長音化した語形である。biccjãã 〜 biccjẽẽ「新芽」，
gərəsjãã 〜 gərəsjẽẽ「烏」，２  suũsjãã 〜 suũsjẽẽ「膝」，toccjãã 〜 toccjẽẽ「車輪梅」，urusjãã 
〜 urusjẽẽ「土塊」のような対があり、多くの場合は融合型語形と非融合型語形とでは意
味的な違いは見出せないが、次のように意味的に対立する対も存在する。
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⑵ 融合型 非融合型
dusi「友達」 → dusjẽẽ「友達」 dusjãã「悪い友達」
isjũũsi「動物」 → isjũũsjẽẽ「小さい動物」 isjũũsjãã「動物」（卑称）
miijəzi「蚯蚓」 → miijəzjẽẽ「小さい蚯蚓」 miijəzjãã「汚い蚯蚓」
musi「虫」 → musjẽẽ「小さい虫」 musjãã「虫」（卑称）
この非融合型の指小語は語幹末音節が -si, -ci, -zi の時にしか生じないようである。また、
kuzjẽẽ「肉刺」〜 *kuzjãã, micjẽẽ「道」〜 *micjãã, tuzjẽẽ「妻」〜 *tuzjãã, teesjẽẽ「苺」
〜 *teesjãã の例から察せられるように、非融合型の語形は融合型ほど生産的ではないと言
えよう。
　この -ã のほかに、-naa という指小接尾辞もあるが、何にでも接尾する訳ではない。「小
さい魚」は izju-naa になるかと訊いたところ、-naa を使いたければ izjõõ-naa（すなわち 
izju+ã+naa）と言うだろうと教えられた。（3）のような語は -naa と共起しないのである。
⑶ həbu「蛇」 → *həbu-naa həbõõ kəbusi「揺り輪」 → *kəbusi-naa kəbusjẽẽ
nəbi「鍋」 → *nəbi-naa nəbẽẽ nuũtu「おでき」 → *nuũtu-naa nuũtõõ
piizə「山羊」 → *piizə-naa piizãã təiku「太鼓」 → *təiku-naa təikõõ
təku「蛸」 → *təku-naa təkõõ tiru「笊」 → *tiru-naa tirõõ
tuzi「妻」 → *tuzi-naa tuzjẽẽ usi「牛」 → *usi-naa usjẽẽ
-naa が生産的に接尾するのは（4）が示すように、重音節で終わる名詞である。
⑷ -長母音+naa -Vi+naa -Vɴ+naa
hwaa-naa「子」 bəi-naa「小さい芽」 iɴ-naa「仔犬」
ii-naa「握り飯」 mui-naa「小高い丘」 uɴ-naa「子鬼」
jaa-naa「小さい家」 hudəi-naa「柄杓」 nərooɴ-naa「山芋の一種」
oo-naa「小さい豚」 ucjui-naa「小さい風呂敷」 səɴsiɴ-naa「玩具の三線」
əjo-naa「凧の一種」，həte-naa「小さい畑」，meeretta-naa「妾」のような例は一見例外のよ
うにみえるが、竹富島方言の e, o, a は共時的に長母音に由来すると考えられる（ローレン
ス 1999 参照）。しかし、語末軽音節の名詞に -naa が接合する例外はある（isi-naa「石ころ」，
nəɴzju-naa「なだらかな小さな坂」，aageeci-naa「とんぼ」，əkubi-naa 〜 əkubẽẽ「欠伸」，
kwaasi-naa 〜 kwaasjẽẽ「お菓子」）｡ ３  また、予想に反して、長母音に接合して、その母
音が短くなる例として kəbujaa「凧の一種」→ kəbujə-naa と məcija（a）「店」→ məcijə-
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naa もある。一方で（5）のように、-naa が接合することによって重音節が生じる例もある。
⑸ gəiziru「蓋付きの大きな籠」 → gəiziɴnaa「蓋付きの小さな籠」
 mədiru「竹製の半球状の籠」 → mədiɴnaa「小さな笊」
 suru「釣瓶」   →   surõõ「小さい釣瓶」，suɴnaa「小さい釣瓶」
 tuuru「提灯・ランプ」   →   tuurõõ「小さい提灯・ランプ」，tuɴnaa「葬具用の提灯」
（5）の例から、歴史的には -naa は軽音節にも自由に付いたが、それが次第に許容されな
くなり､４  現在のような分布に至ったと推測できる。現代語では、-ã はもっぱら軽音節に
接尾するのに対して、基本的には -naa は重音節に接尾するという二形式の棲み分けがほ
ぼ出来上がっていると言えるのである。
３．二人称代名詞 waa と woo
　竹富島方言の二人称単数代名詞に waa と woo という二つの異形態がある。
　名詞の直前に位置する場合で、後続する名詞と属格の関係にある時、waa naa「あなた
の名前」[250L]，waa sjuu「あなたの汁」[536L]，waa hənəsi-nu sizi「あなたの話の筋」[478L] 
のように waa という語形が選択される。『辞典』では次の六つの例はすべて woo となっ
ているが、インフォーマントはこれをすべて waa でないと許容できないという。
⑹ waa ii-nu iru-jə mee əsəsə-dəru「あなたの絵の色は少し薄いよ」[97R]
 waa kutu-ju-du umuiɴzəsi biitəra「あなたのことを思い出していたよ」[254L]
 waa kutu-ɴdərə nooɴ umui burənu「あなたのことなどを何も思っていない」[254L]
 waa sjubə-baai si, jubi-jə nuɴbərunətta
 「あなたの心配ばかりして、昨夜は眠れなかった」[518R]
 umarə kəẽəẽ-məde-jə, waa təməkkə-dura「ここから向こうまでは君の責任だよ」[630L]
 hwoobə-jə waa buɴ「これだけは君の分」[1062R]
但し、同じ属格でも、代名詞の直後に名詞がない場合は、waa の代わりに woo が使われ
るのが通例の言い方である。
⑺　a. waa jaa「あなたの家」
 → woo-hitui-nu jaa「あなた一人の家」
　　b. waa hikərə-saani hikijusi-kuu「あなたの力で引き寄せて来なさい」[918L]
 → woo-hitui-nu hikərə-saani hikijusi-kuu「あなた一人の力で…」
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この構文で waa を使った（8）のような文だと、話者が話し相手を見下げることになる。
話し相手に対していらだっている時や怒っている時、また、「上から目線」で年下の人に
話す時も使われるという。
⑻　waa-hitui-nu jaa「あなた一人の家」
waa-hitui-nu hikərə-saani hikijusi-kuu「あなた一人の力で引き寄せて来なさい」
　二人称代名詞 waa/woo に強調の助詞 du がつくとき、「「あなたが」といった主格の意
味であれば「ワードゥ」となり、「あなたを」といった対格の意味であれば「ヲードゥ」
となる」と西岡・小川（2011：９）は規定している。動詞・形容詞述語文に関して言えば
この規定は正確である。
⑼　a. {waa/*woo}-du soɴcjoo nəru-həzi「あなたが村長になるだろう」
 b. {*waa/woo}-du soɴcjoo nəsu「あなたを村長にする」
だが、主格でも、代名詞と -du の間に副詞的要素が割り込む場合、woo が使われる。
⑽　 {waa/*woo}-du bərusəru「あなたが悪い」[810L]
　　 → {*waa/woo}-hitui-du bərusəru-dura「あなた一人が悪い」
　　 → {*waa/woo}-tãã-du bərusəru-dura「あなただけが悪い」
　　 → {*waa/woo}-təɴcjãã-du bərusəru「あなただけが悪い」
　一方、名詞述語文の場合（11）では、woo は普通で、waa は相手に対して見下したニュ
アンスを与えることになる。
⑾ ［赤ちゃんの写真を見せて］
 uree woo-du jəru「これはあなただ」
 uri-du woo jəru「これがあなただ」
（11）の文脈において、どうしても本人が納得しないで怒っている時であれば waa が使え
る。次の（12-14）の（b）の例も同様である。
⑿ a. ujə-jə woo-du miijəti-dura「親はあなたが頼りだよ」[1144R]
 b．ujə-jə waa-du miijəti-dura「親はあなたが頼りだよ」（相手を見下げて）
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⒀ a. woo-du dikijaa（-tu）「あなたが秀才だ（そうだ）」
 b. waa-du dikijaa（-tu）「あなたが秀才だ（そうだ）」（相手を見下げて）
⒁ a. woo-jəritti-du, baa kii-dura「あなただから、私が来た」
 b. waa-jəritti-du, baa kii-dura「あなただから、私が来た」（相手を見下げて）
　上記の名詞述語文と異なり、（15a, b）の動詞述語文では主語に woo は使えず、また、
相手に対して怒っているとしても目的語に waa は使えない（15c）。
⒂ a. {waa/*woo}-du nəru（-tu）「あなたができる（そうだ）」
 b. {waa/*woo} hərijə-du nəru（-tu）「あなたは行かないといけない（そうだ）」
 c. {*waa/woo}-du soɴcjoo nəsu「あなたを村長にする」（=９b）
　二人称代名詞が -jə「は」によって主題化されるとき、その共起分布は動詞・形容詞述語
文における -du の前の分布と同様、二人称代名詞の主格は waa-jə, woo-副詞-jə で、対格は 
woo（-副詞）-jə である。
⒃ a. waa-jə ssjənu「あなた［主格］は分からない」[1297L]
  →（baɴnə）woo-jə ssjənu「（私は）あなた［対格］は知らない」
 b. {waa/*woo}-jə miidõõ {jərijə/derijə}, dəttunu「あなたは女だから、ぶたない」
  → woo-jə dəttunu「あなた［対格］はぶたない」
  → woo-jə dəttunu,（waa-jə）miidõõ jərijə「あなた［対格］はぶたない、女だから」
 c. dəɴti waa-jə əi-dura「いつもあなたはそうだ」[641R]
  → dəɴti {*waa/woo}-təɴcjãã-jə əi-dura「いつもあなただけはそうだ」
 d. {*waa/woo}-tu bənu-jə cii-nu cunəgəri-dura「あなたと私は血が繫がっている」[656L]
  → bənu-tu {waa/*woo}-jə cii-nu cunəgəri-dura「私とあなたは血が繫がっている」
 e. notti-du waa-jə kutimuni-baai siiri-ja「なぜあなたは違う言葉ばかり言うの」[401R]
  → notti-du woo-hitui-jə kutimuni-baai siiri-ja「なぜあなた一人は…」
waa-jə が対格で使われる場合もある（17）が、これも話し相手を自分より低く見ている時に
使う。
⒄ waa-jə jərəbənu「あなたを呼ばない」（相手を見下げて）
 waa-jə sikənu「あなたが嫌いだ」（相手を見下げて）
 waa-jə（əri-ju）saari hərənəttə nərənu
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 「あなたは（あの人を）連れて行かなければならない」
 → waa-jə saari hərənəttə nərənu
 　「（私は）あなたを連れて行かなければならない」（相手を見下げて）
 beeru-hjaa, woo-jə irunu「嫌だ、あなたは入れない」[1073R]５
 → beeru-hjaa, waa-jə irunu「嫌だ、あなたは入れない」（相手を見下げて）
　二人称代名詞の動詞・形容詞述語文における無助詞用法の場合も、waa は主格、woo は
対格というふうに使い分けられ（18, 19a）、名詞述語文の場合は woo は主格で、waa は見
下げの意を表す（19b）｡６
⒅ {waa/*woo} hənəsii「あなたが話なさい」
 {waa/*woo} misjətta「あなたが良ければ」
 waa mittəɴ-daa「あなたは見たか」
 woo mittəɴ「あなたを見た」
 iisərijə, woo mutəttəi dərunu「重いから、あなたを持ち上げられない」
⒆ a. {waa/*woo} kətti siiree「あなたが自由にしなさい」
 b. woo kətti「あなたが自由にしなさい」
  waa kətti「あなたが自由にしなさい」（相手を見下げて）
　他の助詞との共起に関して、西岡・小川（2011：９）は「後ろに「ン」（〜も）、「〜ユ」（〜
を）といった要素が来るときには「ヲー」を用いる」と記しているが、実は情報構造を反
映する助詞である -du, -jə, -Ø 以外の助詞の場合には woo が用いられるようである。
⒇ a. {waa/*woo} umussə-su-nu joɴsi siiree「あなたがおもしろいようにしなさい」[254R]
  → {*waa/woo}-ɴ umussə-su-nu joɴsi siiree「あなたもおもしろいようにしなさい」
 b. waa hərijə-du nəru（-tu）「あなたは行かないといけない（そうだ）」（=15c）
  → {*waa/woo}-ɴ hərijə-du nəru（-tu）「あなたも行かないといけない（そうだ）」
 c. {waa/*woo} buri（t）ti təkkərita「あなたがいて、助かった」
  → {*waa/woo}-ti buri（t）ti təkkərita「あなた（という人）がいて、助かった」[1080R]
 d. {waa/*woo}-du həruũnu-ju「君が行くのに」
  → {*waa/woo}-cjəɴ həruũnu-ju「君さえ行くのに」[647R]
 e. bənu-tu waa gurõõ「私とあなたの車」
  → bənu-tu woo-tu-nu gurõõ「私とあなたの車」
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  → woo-tu bənu-tu-nu gurõõ「あなたと私の車」
　『辞典』に waa の目的語用法の例（21a）が挙げられているが、インフォーマントはこれ
を拒絶し、（21b）のように言い換える。相手に対して怒っている時は（21c）になり、*waa-ju 
はいかなる場合でも成立しないのである。
 a. *waa taa-du hikəneeti, kəɴgeeri「あなたは誰が養育したか、考えてごらん」[351R]
 b. woo-ju taa-du hikəneeti, kəɴgeeri「あなたは誰が養育したか、考えてごらん」
 c. {waa-jə/*waa-ju} taa-du hikəneeti, kəɴgeeri
また、-du, -jə, -Ø 以外の助詞と共起する場合、次の例からわかるように文法格の違いに関
係せず、二人称代名詞の語形は変わらないのである。
 a. {*waa/woo}-hərə hənəsii 「あなた［主格］から話しなさい」
 b. {*waa/woo}-hərə dəttiruɴ 「あなた［対格］からぶつぞ」
他の助詞と二人称代名詞の組み合わせの文例を下にリストアップする。
 unu boosi-jə woo-ĩ ucuruɴ「この帽子はあなたに似合う」[241R]
 woo-ĩ koodariruɴ「あなたに抱かれる」[430R]
 woo-ĩ həkəsuɴ「あなたに弁償させる」[834L]
 woo-tu-jə naarə iɴ ssjuɴ「あなたとはこれから縁を切る」[947L]
 bəɴnə woo-jəkkəɴ bəkki-həisəɴ「私はあなたより忘れるのが早い」[856R]
 woo-nəɴnə baa-du mərusəru「あなたより私が（背が）低い」[1120R]
 woo-{hudu/jəkəɴnə} hwoo hitu-jə burənu「あなたほど食べる人はいない」
 woo-hekkə misjətta「あなたさえ良ければ」[1074L]
 woo-ɴdərə kkanu「あなたなんかは使わない」
 jaa, woo-jo「やあ、あなた」[1214L]
 təru-kəjaa-ti umui-jə, woo-daa「だれかと思ったら、あなたか」[635R]
 kunu sjəsiɴ-ju tureeru-nu-jəə woo-see「この写真を撮ったのはあなただろう」
 ［写真に写っている人を指して］uree-jə woo-ccjo「これはあなたか」
　使用範囲がもっとも多様な woo が二人称代名詞の無標の形であるとすれば、waa は次
の四つの場合に用いられるということになる。
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ⅰ　一つの名詞句の中で、名詞の直前にくる場合
ⅱ　動詞・形容詞述語で、-du/-jə/-Ø の直前にくる主語の場合
ⅲ　-jə/-Ø および名詞述語文の -du の直前にくる主語で、話し相手を見下げる場合
ⅳ　属格の名詞句内で、しかも副詞の直前で、話し相手を見下げる場合
　他方言との対応から、歴史的には waa は従来ある語形である。woo の起源は未詳であ
るが、竹富方言内で出来た改新形であるに相違ない。woo という新形が導入されたものの、
waa という従来の語形は廃退せずに、waa+名詞「あなたのN」構造の句に残るほか、情報
構造助詞の前では主格に限定され、また使い古された waa は敬意が逓減したのであろう。
４．不定称の人称代名詞 taa と təru
　「誰」を意味する代名詞にtaa と təru とがある。強調の助詞 -du と共起する場合、taa 
は主語で、təru は目的語を表す（24）。
 taa-du saari keeri-jaa「誰が連れて来たか」[10上]
 təru-du saari keeri-jaa「誰を連れて来たか」
 taa-du nəiri-jaa「誰が泣いているのか」[10上]
 təru-du naasiri-jaa「誰を泣かしているのか」
主格標識である -nu-du は taa とは共起せずに、təru が使われる（25a）。主格の複数形
（taataa / tərutəru）は単数形と同じように分布する（25b）が、対格の複数形は単数形（24）
と異なった分布を見せる（25c）。
 a. {taa-du/*taa-nu-du/təru-nu-du} woo-ju saari keeri-jaa「誰があなたを連れて来たか」
 b. {taataa-du/tərutəru-nu-du/*tərutəru-du} woo-ju saari keeri-jaa
  「誰［複数］があなたを連れて来たか」
 c. {taataa/tərutəru}-du saari keeri-jaa「誰［複数］を連れて来たか」
　主格標識 -nu-du と同様、-ccjo「か［疑問］」，-tti「だか」，-deɴgərə「か［不特定］」も taa と
は共起せず、təru が使われる。「も」もtəru と共起し、その発音は tarooɴ になる（*taa-ɴ 
はない）。-ju「を」，-ĩ「に」，-tu「と」，-hərə「から」，-mədi「まで」，-jəkəɴnə「より［比較］」
と -nəɴnə「より［比較］」は taa とtəru の両語形と共起し（例えば {taa/təru}-ju izjuttə-
rijaa「誰を叱ったの」，{taa/təru}-ĩ ukuruttə-rijaa「誰に送ったの」）、ニュアンスの違いは
ないようである。
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　属格は taa + 名詞（例えば taa jaa「誰の家」（600R），taa kəbəɴ「誰のかばん」）で、
*təru（-nu）+ 名詞 は言わないという。
　taa とtəru の両語形は -rijaa「か」と共起するが、（26）にあるようにその場面によって
は taa は使いづらくなる。
 a. ［電話の先方に直接訊く / 写真に写っている人を指して訊く］
  {təru/*taa}-rijaa「誰ですか」
 b. ［子供に面と向かって訊く］
  waa-jə {təru/??taa}-rijaa「あなたは誰ですか」
 c. ［ドアに来た人にドア越しに訊く / 電話に出ている近くにいる人に、見えない電話の
  先方が誰だかを訊く］
  {təru/taa}-rijaa「誰ですか」
（26b）の例に関連して、インフォーマントは taa はそのさす人に対していくらか失礼な言
い方であるという。だとすれば、面と向かって尋ねる場合（26b）の例は年下が相手なので 
taa はまだ受け付けられよう。問題は（26a）の電話の先方に訊くとき（taa は使わない）と
（26c）のドア越しに訊く（taa は使える）の場面の違いである。一つ考えられるのは、電話
がかかって来る場合、面と向かってでなくても、話し相手と直接電話口を通じて一対一で
会話を交わすことになり、適当な敬意の度合が要求される。一方のドア越しでの応対だと、
話者たちはドアに向かって話している（特に屋外にいる話者にとってはむしろ建物に向
かって話しているとみられる）から、敬意の低い表現は許容されると思われる。
５．不定称の場所代名詞 maa と məə
　「どこ」を意味する代名詞は maa とməə があって、接合する助詞によってその形態が
決まる。その分布は次の通りである。
məə-rijaa 〜 maa-rijaa「どこですか」
mə-tti 〜 maa-tti「どこだか」
hukə məə maai-si「外はどこを回ったか」 maa-ɴ「どこも」
məə-ĩ「どこに」 maa-na-du「どこに［存在］」
məə-nu hitu-rijaa「どこの人か」 maa-naaĩ「どこで」
məə-nu-du məsi-dettə-rijaa「どこが良かった」 maa-hərə 〜 maarə「どこから」
 maa-mədi「どこまで」
 maa-jəkəɴnə「どこより［比較］」
Hosei University Repository
− 10 −
 maa-nəɴnə「どこより［比較］」
 maa-deɴgərə「どこか［不特定］」
 maa-ccjo「どこか」
 maa-kəjaa「どこかな」
複数形は maamaa のみ（maamaa-nu-du「どこ［複数］ が」，maamaa-ĩ「どこ［複数］ に」，
maamaa-hərə「どこ［複数］から」）で、*məəməə はないようである。
６．経験相 sjeeru kutu-nu əttəɴ と sii-mittəɴ
　『辞典』には例は見当たらないが、経験相を表す「シタコトガアル」の系統の言い回し
の他に、ほぼ汎琉球語的に使われる「動詞接続形＋ミル」系の言い方は竹富島方言にも存
在する（27）｡７
  コトガアル 動詞接続形＋ミル
 「飲んだことがある」 nuũtə kutu-nu əɴ numi-mittəɴ
 「飲んだことがない」 nuũtə kutu-nu neenu numi-m（j）uunu
　『辞典』に次のコトガアル系の使用例がある。
 siĩci-nu kungaa əkunuki suɴ-gukku-ni baasi hwəi, cjuudoku si, heri-si inəsii-ĩ 
hakobeeru kutu-ɴ əttəɴ「ソテツの実を灰汁抜きせずに炊いて食べ、中毒してヘリコ
プターで石垣へ運んだこともあった」[95R]８
この文はただこのような出来事が以前にあったことを述べているにすぎないが、もし 
hakobeeru kutu-ɴ əttəɴ を hakobi-mittəɴ に置換すると、意味に違いが生じ、話者自身が
ヘリコプターで運んだことになるのである。話者以外の特定の人物が運んだ場合はその人
を主語として言及しなければならないようである。
　主語が明示されている文でも、二つの言い方の間に差異が見られる。
 a. {bəɴnə/ututu-jə} pəɴ-ju {bureeru/buruttə} kutu-nu əɴ「{私/弟} は足を折ったこと
がある」
 b.#{bəɴnə/ututu-jə} pəɴ-ju buri-mittəɴ「{私/弟} は足を折ったことがある」
 c. {bəɴnə/ututu-jə} məɴzjunəi-ju buri-mittəɴ「{私/弟} はパパイアを捥いだことがあ
る」
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（29b）は言えなくはないが、冗談で言っている可能性があるという。というのは、buri-
mittəɴ は意思的な動作を行った場合に使われるからである。また、（30a）から分かるよう
に、sii-mittəɴ は人間主語の場合にしか使えないと言えそうである。sjeeru kutu-nu əɴ に
はこのような制限はない（30b）。
 a. kunu piizə {piɴgittə kutu-nu əɴ/*piɴgi-mittəɴ}「この山羊は逃げたことがある」
 b. unu tukii-jə məi-na tuməru {bəsju/kutu}-nu əttəɴ「この時計は止まったことがある」
 c. *unu tukii-jə məi-na tuməri-mittəɴ「この時計は止まったことがある」
　日本語の シタコトガアル 構文の経験相と同様に、竹富島方言の二つの経験相形式は不
定過去の時間副詞（（31a）の「去年」）とは共起するが、限定過去の時間副詞（（31b）の「先
週の水曜日」）とは共起しない。
 a. taraa-jə kuzi iruũti-ĩ {həttə kutu-nu əɴ/həri-mittəɴ}
  「太郎は去年西表に行ったことがある」
 b. *taraa-jə məi-nu suijoobi-na iruũti-ĩ {həttə kutu-nu əɴ/həri-mittəɴ}
  「太郎は先週の水曜日に西表に行ったことがある」
この点で竹富島方言の二つの経験相構文の間に韓国語の -un il-i iss-（限定過去の時間副詞
と共起しない）と -ess-ess-（限定過去の時間副詞と共起する）のような使い分け（Kim 
1998：174-184）はないといえる｡９
　日本語の経験完了の シタコトガアル を スルコトガアル に変えると非過去の散発的習慣
になる。竹富島方言の suu kutu-nu əɴ も同様に非過去習慣を表す（32a）が、sii-mittəɴ を同
様に非過去のsii-miruɴ に変えると非過去習慣ではなく、非過去動能相（英：conative 
aspect）になる（32b）。
 a. bəɴnə iruũti-ĩ həru {bəsju/kutu}-nu əɴ「私は西表に行くことがある」
 b. bəɴnə iruũti-ĩ həri-miruɴ「私は西表に {*行くことがある / 行ってみる}」
７．否定接続形 suɴ-（guk）ku-ni と suu-natti
　動詞の否定接続形には -（guk）ku-ni と -natti とがあって､10  本節ではこの二つの要素の
使い分けを探ることにする。
　次の二つの例文の日本語訳には差はないが、（33a）は話題の人を褒めている文であって、
これに対して -natti を使った（33b）は勉強はやらなくてもいいのにと不満をこぼす言い方
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である。
 a. juruu-ɴ niɴbəɴ-gukku-ni biɴkjoo-baai siiɴ「夜も寝ずに勉強ばかりしている」[473L]
 b. juruu-ɴ niɴbə-natti biɴkjoo-baai sii-dura「夜も寝ずに勉強ばかりしている」
（34a）は「やればいいのに」と相当いらだっているのに対して、（34b）はいらだっておらず、
事実を客観的に述べているだけである。（35a）も同様に「あきらめればいいのに」という
話者の不満・非難を表現している。
 ［どら息子についていう時］
 a. nooɴ ssəhu-ɴ suu-natti「何も仕事もせずに（いる）」
 b. nooɴ ssəhu-ɴ suɴ-（guk）ku-ni「何も仕事もせずに（いる）」[403R]
 a. əkirəmu-natti, junu-gəɴməri-baai sii「あきらめないで、同じことばかりしている」
 b. əkirəmuɴ-gukku-ni, gəɴbəree「あきらめないで、頑張れ」
（36a）は発話当時は眠くても、徹夜してやりたいことをやっていたというような解釈が成
立するが、（36b）は徹夜に対する後悔の気持が強いといえる。
 a. niɴbəɴ-gukku-ni, əkubi-baai si, tudõõri-dura
  「（私は）寝ないで、欠伸ばかりして困っている」
 b. niɴbəru-natti, əkubi-baai si, tudõõri-dura
  「（私は）寝られなくて、欠伸ばかりして困っている」
（37a）は身近な人に対する批判的な態度を前面に出しているのに対して、（37b）は話し手と
関係ない人についての噂話程度の発話である。
 a. nooɴ suu-natti, jaaguməi si, kucisə neenu-kkəjaa
  「何もしないで家にこもっていて息苦しくないかね」
 b. nooɴ suɴ-gukku-ni, jaaguməi si, kucisə neenu-kkəjaa
  「何もしないで家にこもっていて息苦しくないかね」
（38）は隠居しているお爺についての文であるが、suɴ-（guk）ku-ni の替わりに suu-natti を
つかったら、仕事をさせたいという批判的な態度を顕わにし、お爺を uɴzaa「この野郎」
のように表現できるほどいらだっていることになる。
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 nooɴ ssəhu-ɴ suɴ-（guk）ku-ni, duu-nu sittə-su-nu joosi-du ooru
 「何も仕事もしないで、自分のしたいようにしていらっしゃる」
（39b）では本当は猫の分の食べ物を話し相手が食べたので、話者は批判的な態度で接して
いる。
 a. məjãã-ĩ hwaasəɴ-ku-ni, jaa-ĩ muci həri
  「猫ちゃんに食べさせないで、家に持って帰りなさい」
 b. məjãã-ĩ hwaasə-natti, waa-du hottə-daa
  「猫ちゃんに食べさせないで、あなたが食べたか」
（40a）は何も買わなかったお客に対して批判的であるが､（40b）はそのような話者の判断は
なく、事実のみ述べている。これに対して、話者自身が主語の場合の（40c）はいくら悔し
くても成立しないという。（41）も同様である。
 ［店主が言う］
 a. nooɴ kaa-natti-du kəiri həttəru「何も買わないで帰って行った」
 b. nooɴ kaaɴ-gukku-ni-du kəiri həttəru「何も買わないで帰って行った」
 ［買いに行った人が言う］
 c. *nooɴ kaa-natti-du kəiri kuttəru「何も買わないで帰って来た」
 d. nooɴ kaaɴ-gukku-ni-du kəiri kuttəru「何も買わないで帰って来た」
 təru-tu-ɴ hənəsi-ɴ {suɴ-ku-ni/*suɴ-natti}, kəiri kuttəru
 「（私は）誰とも話をしないで、帰ってきた」
（40c）（≈（42a））を -natti を使って言おうとすれば、動詞を可能形に変換しなければならな
い（42b）。
 a. *bəɴnə nooɴ kaa-natti, kəiri kuttəru「私は何も買わないで、帰ってきた」
 b. bəɴnə nooɴ kaaru-natti, kəiri kuttəru「私は何も買えないで、帰ってきた」
（42）では「買う・買わない」は話者の行為を表す。一方、「買える・買えない」というの
は行為者である話者のコントロール外にある状況を表している。すなわち、話者によって
コントロールできる行為の場合は -natti は使わないようである。（43）は（42）と同様な
例であるが、（44）は可能形でなくても -natti は使える。
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 a. tərooɴ burə-natti, cjoosa suɴ-kuni, kəiri kuttəru
  「誰もいなくて、（私は）調査しないで帰ってきた」
 b. tərooɴ burə-natti, cjoosa sirəru-natti, kəiri kuttəru
  「誰もいなくて、（私は）調査できないで帰ってきた」
 woo {muu/mirəru}-natti, səbisəttaɴ
 「あなたに {会わないで / 会えなくて}、寂しかった」
（44）の動詞 miruɴ は「見る」に対応する語形であるが、ここでは「会う」という意味で
使われている。「会う」という意味なので、話し相手の存否が関わってくる、話者一人の
コントロールできる行為ではないのである。
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註
１　『辞典』から拾った見出し語以外の用例の出典は [254L] のように、『辞典』中の掲載ペー
ジ番号と欄（L = 左，R = 右）を指定した。
２　『辞典』では gərəsjãã は烏の卑称となっているが、インフォーマントの言語感では 
gərəsjãã は小さい烏をさす語で、卑称は gərəsaa であるという。
３　この例に加えて『辞典』に moocu-naa「（子供の夏の）帽子」もあるが、死語の可能性
がある。
４　（5）の suɴnaa の歴史的派生は次のようであったと考えられる。
  suɴnaa > suɴnaa
 suru「釣瓶」+ -naa > surunaa > ∫
  surunaa > *surunaa
５　この文にある irunu より、peerəsənu の方が自然な竹富方言であるという。
６　『辞典』の ワー の項目にある waa saariruɴ「あなたを連れて行く」[1297R] の例は問
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題で、この意味なら woo-ju saaruɴ か woo-ju saari həruɴ と言うとのことである。相
手を見下げている場合は waa-jə … になる。
７　他方言における「動詞接続形＋ミル」系の経験相の簡単な例文を下に示す。
奄美大島湯港 asïdï-ɴ njui「遊んだことがある」（新永悠人氏私信）
 asïdï-ɴ njaɴ「遊んだことがない」（新永悠人氏私信）
徳之島亀津 mazïmuɴ-nï k’watti ɴc’ ï-jo
 「ハブに咬まれたことがあるよ」（日本放送協会 1972a：145）
与論麦屋東 cikuti micjaɴ「栽培したことがある」（菊・高橋 2005：115L）
 kici mjaɴ-daa「聞いたことがないよ」（菊・高橋 2005：145R）
大宜味村田嘉里 micci-ɴ miicii「見たことがあるか」（宮城 2000：155）
 micci-ɴ maaɴ「見たことがない」（宮城 2000：155）
首里 ʔjaa-ja ɴɴci ɴɴcii「お前は見たことがあるか」（仲原穣氏私信）
 cicee ɴɴdaɴ「聞いたことがない」（仲原穣氏私信）
池間島 miruku-zaki-u-baa numi-du mii-daraa
 「煉
ミ ル ク
乳酒を飲んだことはあるでしょう」（上里・本村・吉浜 2008：54）
 cïkaii miiɴ-suga「使ったことがないが」
 （伊計・上里・吉浜・本村 2005：26）
多良間 mai-ɴ mii {miitar-roo/miir-roo}「前に見たことがあるよ」
 （下地賀代子氏私信）
 mii-ja miiɴ fuziɴ「見たことのない婦人」（下地 2006：232）
与那国 u-ja ɴni ɴta-kaja「これは見たことがあるか」
 （日本放送協会 1972b：336）
（注：奄美大島湯湾方言の「見る」は mjui だが、経験相の njui はこれと同起源の語
形と思われる｡）
８　この文の hakobeeru より、むしろ saareeru, saari həreeru, あるいは saari həttəru が
自然なシマ言葉であるという。
９　中国の閩南語台湾方言では経験相の形態素は「死ぬ」という動詞と共起して「死にか
けた」という意味で使われるⅰというが、竹富島方言では少なくともこの意味では 
*sini-mittəɴ とは言えず、（jəɴgətti）siniɴgətə nəri「（もう少しで）死ぬところだった」
や（jəɴgətti）sinuɴtte itəraa「（もう少しで）死にそうだった」という。
ⅰ　伊 別 死 無 去
i bat sì bô khì
「彼は死にかけた」（Chappell 2001：73）
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10　-natti より短い -na もある。-natti よりはむしろ -（guk）ku-ni に近いようであるが、そ
の使用領域は未調査である。
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